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史民俗資料館始めご協力頂いた方々に篤くお礼を申し上げます。
この本をお読み頂いた方々には、ご感想などを会員にお話頂ければ幸
いです。　
　令和５年10月
　　　　　　　　　　　　　　　　　みよし市郷土史研究会員一同
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は　じ　め　に

　本研究会は、自分たちの生活の場である郷土みよしの歴史を
学ぼうとする人々の集まりである。
　郷土みよしの歴史を学ぶ手がかりとして、日ごろ自分たちが
目にしている身近な文化財や遺跡、また普通の人々の暮らしに
関わる物や道具なども見学してきた。

　身近に見られる文化財や遺跡などの見学調査を数年続けた結
果、現在のみよし市を形成している各行政区には文化財や普通
の人々の暮らしの跡を示すことがらがたくさんあることが分
かった。また、現在行政区と呼ばれている各地区には、それぞ
れ他の地区とは違った生活や文化があることも分かった。

　この本は、会員が見学調査してきたことを目に見える形（写
真や地図）にして、短くて分かりやすい説明文を添えることに
より、郷土みよしの歴史を学ぶ手がかりにしようとまとめたも
のである。

　この小冊子ご覧になられたみよし市民の方々が、お互いの地
区だけでなく他の地区の歴史をも理解し、みよし市民としての
つながりを感じとられることができれば、大変喜ばしいことで
ある。

　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年 10 月
　　　　　　　　　　　　　　　　　みよし市郷土史研究会

お　わ　り　に

　平成28年12月に発足したみよし市郷土史研究会は、身近な地域の歴史
を学ぼうという主題で研究を進めてきた。年度ごとの歩みは次のとおり
である。
　平成29年度　みよし市指定史跡（福谷城跡、古窯跡Ｋｰ27の見学）
　　（2017)
　平成30年度　各行政区にある文化財、史跡の見学調査（福田、打越、
　　（2018）　　明知上、明知下）
　令和元年度　文化財、史跡の見学調査（莇生、福谷、黒笹、三好丘）
　　（2019)
　令和２年度　文化財、史跡の見学調査（三好上、三好下、西一色、
　　（2020）　　新屋）
　　　　　　　・市協働推進課「がんばる地域応援補助金」制度に応募
　令和３年度　・　同上　決定（３カ年間計画の初年度）
　　（2021）　　東部開拓地（東山区、高嶺区）の古老座談会開催
　　　　　　　『目で見るみよしの歴史』編集委員会成立
　　　　　　　・各行政区の見学箇所の選択、写真撮影、プリント
　　　　　　　・各行政区の頁についての写真の割付、説明文の執筆
　令和４年度　同上（２年度）
　　（2022）　　・各行政区の頁についての検討、印刷原稿の校正
　　　　　　　・本としての体裁―総記（表紙、年表、索引等）検討
　令和５年度　同上（３年度）
　　（2023）　　・印刷製本
　　　　　　　・発行、配本

　人の住む所に歴史あり、どの地区にも先人の暮らしを物語る目に見え
る文化財や史跡があることを念頭に郷土みよしの歴史をまとめてきた。
小さな本であるが、会員が力を合わせてより良い歴史の本を提供できる
よう尽力した。郷土のみよしの歴史をひもとく際の参考になれば幸いで
ある。
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